
照明器具の評価試験

家庭用照明をはじめ各種照明機器の開発現場では、ランプの寿命やエネ
ルギー消費効率の改善に向けて、点灯時の過電圧ストレスや熱損の低減
が１つの課題となっています。制御方式の複雑化に伴い電圧、電流波形の
ひずみが多くなってきているため、電圧や電流測定、および電力品位を示す
パラメータとしてTHD（Total Harmonic Distortion：ひずみ率）の測定が
重要です。

概　要

アプリケーションのポイント

●ランプ電流測定
ランプ電流は蛍光管内を流れているため、通常は直接測定できません。
ランプ電流は、二次電流および陰極電流の瞬時値の差をWT3000の
デルタ演算機能（/DTオプション）を使って測定できます。

●電圧、電流、電力およびTHD（ひずみ率）を同時測定
従来製品では、電圧、電流とTHDの測定は、通常モードと高調波モード
を切り替えて測定していましたが、モードを切り替えての測定は検査効率
が良くありません。WT3000は電圧、電流、電力の通常測定値と同時に
THDを測定できるので、検査効率が改善され、機器の特性や変動をより
高精度かつスピーディに評価できます。

特　長 

■高精度 & 広帯域
基本電力確度  ±（0.02% of reading + 0.04% of range）
周波数帯域     DC、 0.1Hz～1MHz

■電圧、電流、THD同時測定（/G5オプション）
■最速50msのデータ更新周期
照明点灯時など負荷変動の速い測定に有効

■デルタ演算機能（/DTオプション）
二次電流と陰極電流の瞬時値の差分を演算し、ランプ電流を表示
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安定器の効率測定
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WT3000Eの詳しい情報はこちら

http://www.yokogawa.com/jp-ymi/tm/Bu/WT3000E/welcome.htm?nid=left

